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年度:平成 29 年度)
１　基本的事項

施策名 美しい水環境の創出

担当部署名 水道部

老朽化施設の更新に合わせ、災害時でも事業が継続できる施設の強化と体制づくりが進んでいます。

施策の目指すもの いなべ市下水道ビジョンに基づいて、着実に下水道施設の整備が進んでいます。

（目的）

総合計画での
章 快適で豊かな交流を生むまちづくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

農業集落排水地区の下水道編入箇所
箇所 0

0
2 3

数（対象4地区）（累計） （ 1 ）

農業集落排水地区の下水道編入箇所数を増やしていくことは、被災を軽減し施設と体制の強化につながります

指標と目的の関係 。

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

公共下水道地域の整備率（累計）
％ 94.6

95.6
96 97

（ 95.5 ）

下水道の水洗化率（累計）
％ 94.9

95.6
97 98

（ 96 ）

農業集落排水地区の下水道編入予定箇所数（４地区）：中里南部、東貝野、中津原、貝野川右岸

備考
公共下水道の整備率：供用開始面積/計画区域面積

下水道の水洗化率：水洗化人口/汚水処理普及人口

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 674,655 746,558 966,400

人件費 36,675 51,170 51,170

合計（施策総事業費） 711,330 797,728 1,017,570

４　達成状況（評価）

平成３０年度に農業集落排水１地区を公共下水道に統合できる見込みで整備を進めており順調といえます。また、維持管理においては

、大きなトラブルもなく順調に推移しています。

５　課題（事務事業評価表の「９評価コメント」を踏まえて記載）

収入の増加が見込めない中で、施設の老朽化に対応するだけの必要な維持管理や設備投資を行うことが困難になってきます。

６　来年度【31年度】の方針（事務事業評

施

価表の「10事業の総

策

合評価」を踏まえて記

評

載）

より効率的な事業

価

経営を行い、適切な施

表

設の管理と更新を行い

(

ます。

評価対象
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年度:平成 29 年度)
１　基本的事項

施策名 環境にやさしいまちづくりの推進

担当部署名 環境部

外国人を含む市民全体の意識向上により、もえるごみ等の減量や再資源化が推進されています。

施策の目指すもの 警察と連携して取り締りを行い不法投棄が減少しています。

（目的） 環境保全が推進され、安心できる生活環境が整備されています。

市民が安心して利用できるように、斎場の適切な維持管理が行われています。

総合計画での
章 安全で自然と調和した暮らしづくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

もえるごみの処理量（各年延べ）
t 10,066

10,174
9,000 8,000

（ 9,500 ）

もえるごみの処理量が減ることは、地域住民のリサイクルに対する意識の高まりを示し、ごみの減量とリサイ

指標と目的の関係 クルの推進につながります。

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

粗大ごみ場に搬入されたごみの処理
t 1,932

1,644
1,900 1,900

量（各年延べ） （ 1,900 ）

し尿処理量（各年延べ）
t 5,927

5,791
5,500 5,000

（ 5,800 ）

備考

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 632,704 613,042 563,345

人件費 50,925 72,760 68,850

合計（施策総事業費） 683,629 685,802 632,195

４　達成状況（評価）

もえるごみ、粗大ごみ、し尿の処理量は昨年度よりも減少し、目標値を達成しました。

５　課題（事務事業評価表の「９評価コメント」を踏まえて記載）

ごみ質検査で紙ごみの比率が高いという結果が出ていることから、資源ごみとして分別できるものが安易にもえるごみとして出されて

いるという課題があります。

６　来年度【31年度】の方針（事務事業評価表の「10事業の総合

施

評価」を踏まえて記載

策

）

ごみの分別意識が低

評

下傾向にあることから

価

、新たに自治会単位の

表

分別説明会等で啓発活

(

動を行います。

評価対象
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年度:平成 29 年度)
１　基本的事項

施策名 創意と活気に満ちた特色ある学校づくりの推進

担当部署名 教育委員会

コミュニティースクールや学援隊の充実により創意と活気に満ちた特色ある学校づくりが推進されています。

施策の目指すもの 児童生徒が安心して過ごせる学校環境が確保されています。

（目的） 安全で安心な学校給食が安定的に供給されています。	

総合計画での
章 健やかに育ち個性が輝く人づくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

各校に登録する学援隊員数（累計）
人 1,630

1,632
1,700 1,700

（ 1,700 ）

各校に登録する学援隊員数が増加することは、コミュニティースクールの推進につながります。

指標と目的の関係

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

改築・改修を行っていない施設を有
校 6

6
4 4

する学校数（各年）※ （ 6 ）

（ ）

※建築後30年以上経過しているが改築・改修を行っていない施設を有する学校数

備考

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 1,468,164 1,349,836 799,798

人件費 30,150 32,555 23,970

合計（施策総事業費） 1,498,314 1,382,391 823,768

４　達成状況（評価）

学援隊の登録数は、目標値を達成することができませんでした。

保護者を含め地域住民の理解と協力を受けながら、活気がある学校運営が行えました。

笠間小学校の建設については完成に向け、順調に進行しています。															

５　課題（事務事業評価表の「９評価コメント」を踏まえて記載）

学援隊の登録者数及び活動回数には、学校間で開きがあります。整備が整わない学校への対応が必要です。

６　来年度【31年度】の方針（事務事業評価表の「10事業の総合評価」を踏ま

施

えて記載）

藤原小・中

策

学校の学援隊を整備す

評

るとともに藤原小・中

価

学校にコニュニティス

表

クールを導入します。

(

市内小中学校の学援隊

評

の拡充を行います。

価対象
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年

タベースの導入を行う

度

などして、時宜にかな

:

った図書館サービスの

平

提供を行います。

　

成 29 年度)
１　基本的事項

施策名 生涯学習の充実

担当部署名 教育委員会

　市民の要望に応じた生涯学習講座を開催し、幅広い世代の市民の学習、教養及び技能習得に資する学習機会

施策の目指すもの が提供されています。

（目的） 施設及び付属施設等の維持管理並びに施設貸出業務を適切行い、安全で快適に利用されています。

総合計画での
章 健やかに育ち個性が輝く人づくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

生涯学習講座参加者数（各年延べ）
人 859

608
660 660

※ （ 660 ）

　生涯学習講座参加者数が増加することは、市民の学習、教養及び技能習得に資する学習機会の拡大につなが

指標と目的の関係 ります。

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

年間施設利用件数(各年延べ）
件 4,747

4,975
5,100 5,200

（ 5,050 ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用した図書館書籍予約
件 4,194

4,165
3,860 3,900

件数（各年延べ） （ 3,840 ）

※平成28年度に事業内容を変更したことにより、平成29年度から目標値を変更しました。

備考

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 128,714 146,713 145,248

人件費 30,235 39,865 39,865

合計（施策総事業費） 158,949 186,578 185,113

４　達成状況（評価）

　生涯学習講座参加者数については、昨年より減少したものの目標値に近い人数の参加を得ました。図書館システム利用人数が昨年度

から増加しています。老朽化に伴う社会教育施設の改修を順次行っており、トラブルもなく生涯学習環境と利用者の利便性は確保され

施策全般は順調でした。

５　課題（事務事業評価表の「９評価コメント」を踏まえて記載）

　図書館利用者の要望に応え、最新の情報提

施

供を行うためには、電

策

子書籍やオンラインデ

評

ータベースなど取り入

価

れていく必要がありま

表

す。

６　来年度【31

(

年度】の方針（事務事

評

業評価表の「10事業

価

の総合評価」を踏まえ

対

て記載）

　電子書籍の

象

購入やオンラインデー
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年

への放流を行うにあた

度

り、放流候補地点の河

:

川環境調査を早

急に実

平

施することが課題です

成

。国登録有形文化財(

2

建造物)の桐林館(と

9

うりんかん)は躯体と

年

外装の老朽化が進んで

度

おり、早急な対応が

必

)

要です。

６　来年度【

１

31年度】の方針（事

　

務事業評価表の「10

基

事業の総合評価」を踏

本

まえて記載）

　ネコギ

的

ギ保護増殖指導委員会

事

の指導助言のもと、河

項

川環境調査を専門機関

施

と共同で実施して個体

策

の自然河川放流を行い

名

ます。躯体の

老朽化が

文

進む国登録有形文化財

化

(建造物)の桐林館の

芸

耐震補強対策を進めま

術

す。

活動の充実

担当部署名 教育委員会

　市民と行政が連携し、文化の高揚とふるさと意識を醸成することにより、多彩で個性ある文化環境が創造さ

施策の目指すもの れています。

（目的） 　市民、行政、専門家が互いに交流して、天然記念物をはじめとする文化財の適切な保存と活用を行い、文化

財への理解と愛着を深めるとともに、次の世代につなげる永続的な保護活動が行われています。

総合計画での
章 健やかに育ち個性が輝く人づくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

いなべ市文化協会の会員数（累計）
人 1,017

1,007
1,173 1,200

（ 1,159 ）

　いなべ市文化協会の会員数が増加することは、協会活動が活発になり、文化の高揚とふるさと意識の醸成に

指標と目的の関係 つながります。

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

天然記念物ネコギギの飼育施設数
施設 5

7
7 7

（累計）※ （ 7 ）

（ ）

　飼育繁殖を行っている国指定天然記念物ネコギギについては、外的要因によるリスクを回避するために、危

備考
険分散飼育を行う施設(箇所)数を増加させています。

※平成28年度に目標値を達成したことにより、平成29年度から目標値を変更しました。

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 33,235 28,124 67,383

人件費 14,775 19,720 19,720

合計（施策総事業費） 48,010 47,844 87,103

４　達成状況（評価）

　文化協会の会員数は目標値に達していませんが、事業運営には影響が出ていません。文化財保存活用支援事業が有形・無形の文化財

の保存伝承に寄与しています。国指定天然記念物ネコギギは、市直営施設の飼育飽和状態を回避するための設備の増設を行ったことで

、お

施

よそ900匹の飼育増

策

殖に成功するなど施策

評

全体としては順調に推

価

移しています。

５　課

表

題（事務事業評価表の

(

「９評価コメント」を

評

踏まえて記載）

　飼育

価

増殖のために必要な人

対

員の確保が課題となり

象

ます。一方、自然河川
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年度:平成 29 年度)
１　基本的事項

施策名 にぎわいある商工業の振興

担当部署名 農林商工部

中心市街地が活気にあふれ、にぎわっています。

施策の目指すもの 新規創業支援により、新たな雇用が生まれ、にぎわいと活気のあるまちとなっています。

（目的）

総合計画での
章 活発な産業による賑わいづくり

位置づけ

２　指　標

単位
実績 今後の目標

施策指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

商工会への加入団体数（累計）
団体 987

974
1,016 1,020

（ 1,014 ）

商工会への加入団体数の増加は、いなべ市内における商工業の発展の目安を示し、商工業の振興につながりま

指標と目的の関係 す。

単位
実績 今後の目標

参考指標名
平成29年度

平成28年度 次年度 計画最終年度
（目標値）

創業相談件数（各年延べ）
件 54

58
10 12

（ 8 ）

阿下喜地区の空き店舗活用等
件 2

3
3 4

による出店件数（累計） （ 3 ）

備考

３　施策コスト （単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度

直接経費 41,741 31,252 30,640

人件費 5,260 5,355 5,355

合計（施策総事業費） 47,001 36,607 35,995

４　達成状況（評価）

市内における商業の振興(商工会加入数）は大型店の進出や後継者問題などにより前年度比13件の減少となりました。

創業相談件数については、創業塾の取り組みにより年々増加傾向にあります。

施策全体としては、順調に進めることができました。

５　課題（事務事業評価表の「９評価コメント」を踏まえて記載）

閉店や後継者問題を抱える事業主や、新規創業者の支援を行い、会員数の減少を食い止めることが必要です。

６　来年度【31年度】の方針（事務事業評価表の「10事業の総合評価」を踏まえて記載）

中小企業の開業数が減少する中、昨今の厳しい経済情勢で更に廃業増加が予想され、従来にも 増して新規創業者の支援が求められて

います。新規創業者支援を講じ

施

ていますが、今後も商

策

業の活性化を図るため

評

、継続して商工会の支

価

援を実施し、創業塾を

表

さらに拡大し

ていきま

(

す。

評価対象
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